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琉球諸島に於けるリン鉱の産地と品質

兼島漬

OnthePhosphateRoCkDepositsintheRyukyulslands

andPrincipalComponentsofPhosphateRoCkes．

ＫｉｙｏｓｈｉＫＡＮＥＳＨＩＭＡ

Abstract

SurveyingthephosphaterockdepositsintheRyukyulslands，thewriterfound
that，intheRyukyulslandsthephosphaterockdepositsmightbegroupedintoｔｗｏ

ｍａｉｎｔｙｐｅｓａｓｆｏｌｌｏｗｓ；

（１）Calcariousphosphaterocks.……depositinpocketformonhillsnearseashores．
（２）Iron,aluminiumphosphaterocks.……depositincalciumcave、

Principalcomponentsweredeterminedinordertoclarifychemicalcharacteristics
ofthephosphaterocksintheRyukyulslandsBesidesthephosphaterocksinthe
Ryukyulslandswhichweremainlyinvestigated，thefollowingrocksandminerals
werealsotestedforacomparativestudy；

（ａ）PhosphaterocksintheSouthSealslands

（ｂ）Continentalphosphaterocks

（ｃ）Apatitesinigneousrocks

ThephosphaterocksintheRyukyulslandscontainmoreiron，aluminiumand
silicathanothers，andaclosecorrelationexistsamongthesecomponentsThisfact

suggestｓｔｈａｔｔｈｅｐｈｏsphaterockscontainironandaluminiumassilicate．

１緒 一

目

著者はさきに琉球諸島産リン鉱の特殊性について，琉球諸島産リン鉱の亜鉛含有量,(1)琉球

諸島産リン鉱のマンガン，銅，ニッケル，ナトリウムおよびカリウム含有量,(2)フッ素，塩素

およびウラン含有量,⑥琉球諸島産リン鉱のＸ線回折による観察,(4)など興味ある多くの事実

について報告した．またその工業的利用についても考察を述べた.(5)

それでこれらの事実の追試のためにもまた利用のためにも，その試料の産地や産地の状況を

明らかにしておくべきであると考え，これまでの調査の結果を報告するとともに，その主成分

について分析した結果と成分間の関係について述べてみたい．

琉球諸島に産するリン鉱の産地と特長については阿曾(6)やHatchinsonmらの成書にも述べ

てあり，またその成分についてもいくつか分析されているが，成分の相互の関連などについて

はあまりふれてない．著者は琉球諸島に於けるリソ鉱の産地とその種類に関連があり，その成

分の間にも関連のあることを見出したので，これについて述べる←

騨



1２ 兼島：琉球諸島に於けるリン鉱の産地と品質

２琉球諸島に拡げるリン鉱の産地，状況および品質

各地区ごとに分けてその場所，状況および品質について述べると次の通りである．

ﾛ）沖永良部島屋子母地区

鹿児島県沖永良部島の西南部にある屋子母部落と大津勘部落の中間,大山の中腹で標高100～

120ｍのところで，珊瑚石灰岩で形成された地帯に面積約300坪にわたってリン鉱が埋蔵され
ており，未採堀のまＬである．

その位置と現場の状況をＦｉｇｌ－１とＦｉｇｌ－２に示す．リン鉱の品質はＴａｂｌに示す．

リン酸（P205）２７～34％で高いが鉄，アルミニウムがやＡ多い．沖永良部島に於てはこのほ
かに埋蔵するところは見出せなかった．

ユヨＡＯＳｈクc壷
、

､轍

Ｆｉｇ．１－２ViewofPhosphate

depositsofOKINOEＲＡＢＵ

ＹＡＫＯＭＯ零璽二s
｢U

L-」

Ｆｉｇ．１－１MapofPhosphateRockDepositsof
OKIＮＯＥＲＡＢＵＪＩＭＡＹＡＫＯＭＯ

TableLPrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＯＫＩＮＯＥＲＡＢＵ，ＹＡＫＯＭＯ

Moist＋

ＩｇＬｏｓｓ
（％）

Ｎｏ． ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Ｆｅ２０８

（％）
Ａｌ２０８

（％）
ＣａＯ

（％）
ＭｇＯ

（％）
(Fe､Ａ１)208/SiO2

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

２
’
一
一
一
－

１
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１

９．１８

１３．４２

１８．９８

９．７２

１．９７

２．８１

１０．５４

９．６９

７．９４

７．６９

34.60

30.67

27.70

29.78

29.54

31.18

2.59

1.57

1.53

2.43

1.73

0.90

１．３０

１３７

２４．３２

５．９８

４．０５

５．４６

44.80

49.28

13.72

40.46

41.90

42.45

1.97

1.04

2.45

0.87

0.73

0.83

0.16

121

０．８１

０．４６

０．１９

(2)与論島地区

(2)－口）王居城地区

与論島は東経128度24分と北緯27度１分に位する面積約625万坪の小島で，基岩は古生層で其
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の周囲及び北部は珊瑚礁で覆はれている．島の北部の海岸から約400ｍ南側に沖永良部島を見

ることの出来る小高いところがあり，周囲は幾分高いが中央はや上低くなった地形をなして

いる．ここは与論島で最も大きなリン鉱の産地で面積約2000坪ほどあり，戦前採堀が行はれて

いた．与論リン鉱の諸性質について南(8)の報告がある．その位置と現場の状況はFig2-1-1と

Fig2-1-2に示す．リン鉱の品質をＴａｂ２に示す．主として淡褐色鉱が多く，リソ酸（P205）

9,7～３４０５％で鉄，アルミニウムも割合少<良質である．埋蔵量の明確な数は不明であるが堀

りつくされたようである．

］轍

卍

Ｆｉｇ．２－l-2Viewofphosphate

depositsofYOＲＯＮＪＩＭＡ
ＯＩＧＵＳＵＫＵ

Ｆｉｇ．2-1-1Mapofphosphatedepositsof
-

YOROＮＪＩＭＡＯＩＧＵＳＵＫＵ

Table２．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＹＯＲＯＮＪＩＭＡＯＩＧＵＳＵＫＵ

Moist＋

ＩｇＬｏｓｓ
（％）

Ｎｏ． Ａｌ２０８

（％）
(Fe・Ａｌ)203/SiO2ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe203

（％）
ＣａＯ

（％）
ＭｇＯ
（％）

31.03

29.50

34.05

33.12

９．７１

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

１
－
一
一
－

１
１
１
１
１

１
１
１
１

1１．３２

１５．５８

１１．７０

１２．２５

７．１６

３．１７

３．７７

1.59

22.34

0.93

0.73

1.10

0.47

1.32

3．３１

１．８６

１．１４

０．７２

５．８４

44.90

48.75

46.01

51.46

28.56

0．５９

０．８２

０．５９

０．７５

０．７３

０．５４

０．２０

(2)－(2)与舎地区

与論島のほ雪中央部にあたる標高50ｍの小高い丘にポケット状に産する，規模は小さく堀り

つくされたようである．位置と現場の状況をＦｉｇ２－２－１とFig2-2-2に示す．リン鉱の品質

はＴａｂ３に示す，表に見るようにリン酸（P205）13,4％程度で低品位である．



1４ 兼島：琉球諸島に於けるリン鉱の産地と品質

ＨＡ．

Ｆｉｇ．２－２－２Viewofphosphate

depositsofYORONＪＩＭＡ
ＹＯＳＨＡ

Ｆｉｇ．2-2-1Mapofphosphatedepositsof
YORONJＩＭＡ・ＹＯＳＨＡ＆KUBOSHA

Table３．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＹＯＲＯＮＪＩＭＡＹＯＳＨＡ

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
Ｐ２０５

（％）
Fe208

（％）
Ａｌ２０８

（％）
CaO

（％）
ＭｇＯ

（％）

Ｆ
Ｇ
Ｈ

’
一
一

１
１
１

１
１
１

11.29

４．８２

２２．４３

28.08

26.67

９．８５

2．６８

１．６６

３．４１

2．４６

２．３５

５．６５

36.49

45.61

29.23

1６．５４ 1．４２

(2)－(8)窪舎地区

窪舎地区は与論島中央部よりや△南によった標高約80ｍの小高い丘で面積約1000坪に広がっ

て埋蔵され，王居域につぐ規模のもので採堀のあとがある．位置はＦｉｇ２－２－ｌに示す．リン鉱

の品質はＴａｂ４に示す，リン酸，（P205）９．８～28.08％の程度のものである．

Table4principalComponentsofPhosphateRocks：ＹＯＲＯＮＪＩＭＡＫＵＢＯＳＨＡ

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe203

（％）
Ａ１２０３

（％）
ＣａＯ

（％）
ＭｇＯ

（％）

l１－Ｋ

１１－Ｌ

26.71 ８．５３

１１．４０

13.42

19.63

1．４６

３．０４

1．６５

２．３８

45.36

40.86

1．２１

⑥久米島地区

(8)－(1)久米島具志川村石灰洞

戦前は久米島の北方洋上の小島である久米鳥島でリン鉱の採堀を行っていたが現在は立入る
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ことが出来ず不明である．久米島の西

北部海岸よりの具志川部落北がわ俗称

ヤジヤーガマと称する石灰洞に少量な

がら嶋嶋糞の変化して出来たリン鉱を

産する．この胴窟は北と南に出入口が

あり幅平均５～８間高さ約３間全長280

間もある大きなもので,南入口から170

間附近に中間の出入口がありここから

北がわの洞窟にリン鉱は堆積されてい

る．位置をＦｉｇ３－１に示す．リン鉱の

品質はＴａｂ５に示す．表に見るよう

にリン酸碁土鉱である．表層ばチョコ

レート色のバツトグアノで出来ている．

ザ紅少｡

Ｆｉｇ．３－１Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐｈａｔｅｄｅｐｏｓｉｔｓｏｆ

ＫＵＭＥＪＩＭＡＧＵＳＨＩＫＡＷＡＣａｖｅ

Table５．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＫＵＭＥＪＩＭＡ

|埒駐?二）Ｎｏ． ＳｉＯ２

（％）
Ｐ２０５

（％）
Ａ１２０３

（％） Ca9%)|(凪Al)ＭＯ，
Fe208

（％）

16.47

18.06

12.17

17.48

21.59

33.28

2.81

28.87

28.03

20.17
Ｍ
加
川
川
川

１
１
１
１
１

24.42

33.25

18.45

17.39

30.20

8．２３

１．４２

18.66

36.75

２．８２

２．５１

２１．９４

２１．１２

０．５５

0．８１

－－－－－－￣

１７．１８

１５．８２

２６．９３

0.59

0.56

1.33

、

二三雲:i葱
LJそ

〕３ＬＺＬ

Ｆｉｇ．４－１－２Viewofphosphate

depositsofMIYAKＯＪＩＭＡ
ＫＵＭＡＤＡＫＩ

、

、
Ｎｕｂａｒｕｄａｋｅ

Ｆｉｇ４－１－１Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐｈａtｅｄｅｐｏｓｉｔｓｏｆ
ＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡＫＵＭＡＤＡＫＩ
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⑨宮古島地区

(4)－(1)平良市細竹

平良市の南東方約４Ｋｍにある細竹部落の東側は北から南に連らなる小高い傾動地塊をなし
ており，その丘は第三紀の礁瑚石灰岩で出来ておりここにポケツリ状にリン鉱が埋蔵されてい

る．その位置と現場の状況はＦｉｇ４－１－１とＦｉｇ４－１－２に示す．リン鉱の品質はＴａｂ６に示

す．リン鉱は淡赤褐色鉱でリン酸（P205）１６～35％で良質のものもあるが産地の面積は小さく
ポケット状で埋蔵量も少ない．

Table６．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：Ｍ１ＹＡＫＯＪＩＭＡＫＯＭＡＤＡＫＥ

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Ｆｅ２０３

（％）
Ａ１２０３

（％）
CaO

（％）
ＭｇＯ

（％）

２
Ａ
℃
２
２

10.62

13.76

32.30

1．２２

４．３１

３．２３

35.27

34.37

16.47

1．３５

０．９６

１．６４

０．９２

２．９７

１．６５

47.47

45.02

47.06 1．１５

⑨－(2)平良市増原

平良市の南東方約６Ｋｍの増原部落の東側海岸近くに俗称マクガス筆と称する海抜約70ｍの

珊瑚石灰岩でできた小高い丘があり，ここにポケット状にリン鉱を産する．位置と現場の状況
をＦｉｇ４－２－１とＦｉｇ４－２－２に示す．リン鉱の品質はＴａｂ７に示す．表に見るようにリン酸
石灰鉱とリン酸馨士鉱の二種を産する．埋蔵量は少<堀りつくされたようである．

）＿ＩＤＩⅡ

△張

I露二一i1I『is：
、 Fig.4-2-2Viewofphosphate

depositsofMIYAKＯＪＩＭＡ・

ＭＡＳＵＰＡＲＩ

Ｆｉｇ．4-2-1Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐｈａｔｅｄｅｐｏｓｉｔｓｏｆ
ＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡ・ＭＡＳＵＰＡＲＩ

Table７．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＭＡＳＵＰＡＲＩ
Moist＋

ＩｇＬｏｓｓ
（％）

Ｎｏ． ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe208

（％）
Ａ１２０８

（％）
CaO

（％）
(Fe・Ａ１)208/SiO2

Ａ
Ｂ
Ｃ

ｌ
一
一

１
１
１

1３．４４

１７．８９

１７．８９

６．６２

２１．１２

８．７６

30.21

21.70

26.99

1.24

1.00

1.88

３．０７

１７．５１

２７．２７

39.75

22.41

14.94

0．６５

０．８８
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⑨－⑥城辺町サデフネ地区

城辺町福里の南の海岸近くのサデフネ部落の海岸よりの標高67ｍの刑瑚石灰岩でできた小高

い丘にポケット状にリン鉱を産する．位置と現場の状況をＦｉｇ４－３－１とＦｉｇ４－３－２に示す．

リン鉱の品質はＴａｂ８に示す．表に見るようにリン酸石灰鉱に多量の鉄，アルミニウムを含

む鉱石である．埋蔵量も少〈，堀りつくされているようである．

Fig.4-3-2Ｖｉｅｗｏｆｐｈｏｓｐｈａｔｅ

ｄｅｐｏｓｉｔｓｏｆＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡ，
ＳＡＤＥＦＵＮＥ乙鈩

Ｄ－ＯＯ【

Ｆｉｇ．4-3-1Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐａｔｅｄｅｐｏｓｉｔｓ
ｏｆＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡ・ＳＡＤＥＦＵＮＥ

Ｔａｂｌｅ８．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＳＡＤＥＦＵＮＥ

Moist＋

ＩｇＬｏｓｓ
（％）

(Fe・Ａ１)203/SiO2Ｎｏ． ＳｉＯ２

（％）
Fe208

（％）
Ａ１２０３

（％）
ＣａＯ

（％）
ＭｇＯ
（％）

P２０５

（％）

1０．４８

１７．３７

５

５－Ｂ

1９．５０

１２．６２

25.40

26.20

2.63

3.26

8．３２

５．９７

31.85

36.64

0.56

0.73０．７３

③－㈹城辺町新城地区

城辺町新城部落の北方海岸近くの海抜92ｍの石灰岩の高地がある．この高地の中央ばや▲ひ

っこんでいる，ここにポケット状に産する．面積約60坪深さ７ｍ程度のポケットで堀り起した

あとがある．位置と現場の状況をＦｉｇ４－４－１とＦｉｇ４－４－２に示す．リン鉱の品質はＴａｂ９

に示す．

Table９．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＡＲＡＧＵＳＵＫＵ

(Fe,Ａ１)208/SiO2Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

Fe208十Ａ１２０８
（％）

ＳｉＯ２

（％）

６．２２

P２０５

（％）
ＣａＯ

（％）

43.298．６４ 0.9329.99 5．７９
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Ｎ

Fig4-4-2Viewofphosphate

depositｅｏｆＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡ・
ＡＲＡＧＵＳＵＫＵ

Ｆｉｇ．4-4-1Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐｈａｔｅｄｅｐｏｓｉｔｓｏｆ

ＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡＡＲＡＧＵＳＵＫＵ

(4)－(5)城辺町深底地区

城辺町南西部の保良部落と七又部落の中間の道路ぞいのところに石灰洞があり，ここにポケ

ット状にリン鉱を産する．位置と現場の状況をＦｉｇ４－５－１とＦｉｇ４－５－２に示す．リン鉱の品

質をＴａｂｌＯに示す．リン鉱は各種あり淡白色鉱は鉄，アルミニウム分少〈，色が濃くなる

につれて，鉄，アルミニウム分が多くなる傾向がある．

蕊1
--:識X-T鑓出i:!.】

思蕊賑{蕊蕊議11Ｗ

蕊 蕊

Ｎ
○
や
－

Ｆｉｇ．4-5-2Viewofphosphatedeposits

ofMIYAKＯＪＩＭＡＦＵＫＡＳＯＫＯＦｉｇ．4-5-1．Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐｈａｔｅｄｅｐｏｓｉｔｓｏｆ

ＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡＦＵＫＡＳＯＫＯ



琉球大学文理学部紀要（理学篇） 1９

Table10．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＦＵＫＡＺＵＫＵ

Moist＋

ＩｇＬｏｓｓ
（％）

(Fe､Ａｌ)208/Sio2Ａ１２０８

（％）
ＭｇＯ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Ｆｅ２０３

（％）
CaO

（％）
Ｎｏ．

2．０４

０．８２

２．３４

０．６８

34.85

29.75

33.74

31.08

1．１０

５．０５

48.82

39.62

47.54

41.58

８．５７

１０．６３

９．２０

１４．９９

1．１０

８．２７

２．１１

９．１０

1．１５

１．７０

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

ト
ト
ト
ト

一一一－－－

４．９５

M,’３８， 0．８４

③－(6)下地町与那覇前山地区

下地町与那覇半島のほ上中央に標高21ｍの小高い丘，俗称前山がある，ここにポケット状に

リン鉱を産する．位置と現場の状況をＦｉｇ４－６－１とＦｉｇ４－６－２に示す．リン鉱の品質はＴａｂ

ｌｌに示す，現場は大きな堀つたあとがあり，堀りつくされているようである．

１１１

１．０【

識
Fig4-6-2Viewofphosphate

depositｓｏｆＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡ
ＹＯＮＡＨＡＭＡＥＹＡＭＡ

Fig4-6-1MapofphosphatedepositsｏｆＭＩＹＡＫＯ
ＪＩＭＡＳＨＩＭＯＪＩＣＨＯＹＯＮＡＨＡ

Table11．PrincipalCompouentsofPhosphateRocks：ＹＯＮＡＨＡＭＡＥＹＡＭＡ

Moist＋

IgLoi易）
(Fe・Ａ１)203/SiO2ＣａＯ

（％）
ＣＯ２

（％）
ＡＩ２０８

（％）
ＳｉＯ２

（％）
P２０５
（％）

Ｆｅ２０８

（％）
Ｎｏ．

2.87

1.00

50.02

47.53

26.06

４．０４

13.83

34.21

2．１６29.82

８．３３

1．１５

１．７８

1．１５ＤＡ

Ｏ－Ｂ

一一Ｙ一一一

１．７８



兼島：琉球諸島に於ける几ソ鉱の産地と品質
一一一▲ず￣

2０

㈹一(7)平良市山中地区

宮古島のほ壁中央部にある山中部

落の石灰岩台地にポケット状に産す

る．宮古島で最も規模の大きなもの

の一つで大きな採掘のあとがありそ

の面積は約100坪深さ約５～７ｍで

昭和の初期に相当数の人夫を使用し

て採掘したとのことで現在そのとぎ

の採掘し残したリン鉱が堆積されて

いる．位置をFig4-7-1に示し，リ

ン鉱の品質をＴａｂｌ２に示す．

、

、蘂守

ｅ・

w、

Ｆｉｇ．4-7~lMapofphospatedepositsof
TAIRAＣＩＴＹＹＡＭＡＮＡＫＡ

Table12．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＹＡＭＡＮＡＫＡ

Moist＋

ＩｇＬｏｓｓ
（％）

(Fe・Ａ１)208/SiO2Ａ１２０８
（％）

２．１２

ＣａＯ

（％）
ＭｇＯ
（％）

F℃２０８

（％）
Ｎｏ． ＳｉＯ２

（％）
Ｐ２０５

（％）

41.39 0．７６ 0.6930.13 2．０５2４ 17.20 6．０３

Ｎ
１⑨－(8)上野村高山地区

上野村花切部落の西方に俗称高山と

称する小高い丘があり，ここにポケッ

ト状でリン鉱を産する．位置をＦｉｇ

４－８－１に示す．リン鉱の品質はＴａｂ

ｌ３に示す．

、

Fig.４－３１Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐｈａｔｅｄｅｐｏｓｉｔｓｏｆ
ＵＥＮＯＭＵＲＡＴＡＫＡＹＡＭＡ
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Table１３．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＵＥＮＯＴＡＫＡＹＡＭＡ

(Fe・Ａｌ)208/SｉＯ２Fe203＋Ａ１２０８

（％）
CaO

（％）
Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ

（％）
ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）

1．９９１４４．４０ ０．８９2０ 1５．１２ 2．２３１34.00

(4)－(9)下地町川満地区

下地町川満部落東方約１Ｋｍのとこ

ろに俗称カツラ峯と称するもり上った

台地がある．この盛り上った台地の中

央部にポケット状にリン鉱を産する．

山中地区に次ぐ大きな規模のもので採

掘のため堀つた穴がある．位置はFig

4-9-1に示し，その品質をＴａｂｌ４に

示す．表に見るようにリン酸石灰を主

成分とした鉱石であるが鉄，アルミニ

ウムを多く含む． Ｆｉｇ．4-9-1Mapofphosphatedepositsof

SHIMOJＩＣＨＯＫＡＷＡＭＩＴＳＵ

Table１４．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＳＨＩＭＯＪＩＫＡＷＡＭＩＴＳＵ

Moist＋

ＩｇＬｏｓｓ
（％） M;易） (Fe,Ａｌ)203/SiO2Ｎｏ． Ａ１２０３１

（％）

ＣａＯ

（％）
ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe203

（％）
￣一一一一

１０．１６

２５１１４８５
0．９７

０．８２

２５

２５－Ｂ

1１．２６

１７．５１

1０．３７

８．９９

34.86

37.77

30.20

30.26 1．２１

(5)多良間地区

(5)－(1)宮古郡多良間島

宮古列島の一つで宮古島の西方40浬の地点にある面積100万坪の小島で隆起珊瑚礁からでき

た平たい島でリン鉱は島の北部塩川方面に産する．品質はＴａｂｌ５に示す．表に見るように鉱

質は宮古島のものに類似し鉄アルミナ多く，フッ素少ない．

Table15．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＴＡＲＡＭＡＪＩＭＡ

町賜…f1%１－(1%｣
Moist＋

ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＭｇＯ
（％）

0．９９

Ｆ

（％）
Ｎｏ． ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）

0．２７1．９６１５．４９１４０．９６1４．４９ 5．３４ 30.742６

(6)八重山波照間島地区

東経123度47分，北緯24度４分の沖繩地区最南端の小島で面積1480万ｍ2で八重山竹富村に属
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する．島の中央は約40ｍの高台地をなしている．リソ

鉱は中央高台地約660万㎡に分布し、島の東よりの木

原山から不登流茂地に多く産する．また深の後原，田

原やカテイラなどにも産する．採掘は昭和の初期頃よ

り行はれ,２万トンほど採掘されたようである．Ｆｉｇ

６－ｌに示す．リン鉱の品質はＴａｂｌ６に示す．褐色

鉱でハロゲン特に塩素を多く含むことは興味がある．Fig.６－１ＨＡＴＥＲＵＭＡ－ＪＩＭＡ

Table16．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＨＡＴＥＲＵＭＡＪＩＭＡ

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe208＋Ａｌ２０８

（％）
ＣａＯ

（％）
(Fe・Ａｌ)208/SiO2

1５ 21.31 3．４０ 21.23 4．３８ 43.36 1．２８

（７）北大東島地区

沖繩本島東方洋上200浬，東経131度17分，北緯25度56分に位する周廻７浬余の小島で標高５０

ｍ程度の隆起珊瑚礁からなる．周辺高<中央部低<沼地をなした島でリン鉱は主として島の西

部に多く産する．沖繩地区でその埋蔵量最も大きく採掘も大規模に行はれた．鉱石は主として

リン酸アルミニウム鉱でこのリン鉱の成因，'性状，産出状況に関しては阿曾(6)および山成(9)の

くわしい報告がある．リン鉱の品質をＴａｂｌ７に示す．

Table１７．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＫＩＴＡＤＡＩＴＯＪＩＭＡ

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe208＋Ａｌ８０２

（％）
CaO

（％）
(Fe・Ａ１)208/siO2

1８ 18.87 17.83 27.75 33.08 1．０５ 1．８５

(8)石灰洞産リン鉱

(8)－口）宮古島平良市大野山石灰洞

平良市東４Ｋｍの大野山林に俗称ナビフタ山と称する丘に石灰洞があり，この石灰洞に編幅

糞が堆積して生成されたリン酸慧士鉱を少量産する．石灰洞は奥行き15ｍ高さ４，幅３ｍ程

度の小規模なもので，現在幅幅の棲息は認められない．産量は小規模である．位置と現場の状

況をＦｉｇ８－１－ｌとＦｉｇ８－１－２に示す．リン鉱の品質はＴａｂｌ８に示す．表に見るようにリソ

酸警士鉱である．

Table18．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡＯＮＯＹＡＭＡ
－

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe208＋Ａ１２０８

（％）（％）
CaO

（％）
(Fe､Ａｌ)208/SiO2

一一声一

２３．０３３ 28.71 26.46 19.10 0．９１ 0．８７
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、

iiii
ＷＳＦ下

Ｆｉｇ８－１－２ＶｉｅｗｏｆＯＮＯＹＡＭＡＣａｖｅ

）、〔

参、

Ｆｉｇ．8-1-1Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐａｔｅｄｅｐｏｓｉｔｓｏｆ
－

ＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡＯＮＯＹＡＭＡＣａｖｅ

(8)－(2)城辺町福峯石灰洞

城辺町福峯にある福峯中学校裏の松林

の北側に石灰洞がある．この石灰洞は入

口狭く奥行30ｍ高さ３，幅１０ｍ程度の

広さで，現在相当数の編幅が棲息し，洞

中は一面に編幅の糞が厚く推積されて

いる．堆積層の下部は石灰岩の基岩で出

来，そこではリン鉱が生成されている．

位置はＦｉｇ８－２－１に示し，グアノの品

質はＴａｂｌ９に示す．この石灰洞産のパ

ツトグアノの層による品質の相異につい

ては既に報告した⑩、ここは全く未採掘

であり採掘の可能性もある．

、

Ｆｉｇ．8-2-1Ｍａｐｏｆｐｈｏｓｐｈａｔｅｄｅｐｏｓｉｔｅ

ｏｆＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡＦＵＫＵＭＩＮＥ

Table１９．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡＦＵＫＵＭＩＮＥ

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
Ｐ２０５

（％）
Ａｌ２０８

（％）
CaO

（％）
Fe208

（％）
￣マーー

16.39

2931141
9

9-Ｂ

41.17

30.22

30.57

８．４８

７．２０

１６．８５

６．６０

３７．２８

gｕａｎｏ

ｇｕａｎｏ
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(8)－（３）平良市西原北の底石灰洞

平良市の北３ｋｍの西原部落から東方約１ｋｍのところの俗程北の底にある石灰洞は南北に

連らなる100ｍ程度の洞窟である．この中に編幅糞が堆積変質したリン鉱を産する．位置を

Fig8-3-1に示す．リン鉱の品質をＴａｂ２０に示す．表に見るようにリン酸石灰鉱とリン酸鉱

馨士鉱の二種がある.現在編幅の棲息を認めない．採掘しつくしたようである．
■

ＮＩＳＨＩＩＩＡＲＡ

ＡＲＡ

ＳＯＫＯ

塚
糠

〆￣、

(／１
】Ｐ

〆
Ｉ ､ミム

、 門uDr

Fig8-3-1MapofphosphatedepositsｏｆＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡ
ＮＩＳＨＩＨＡＲＡＣａｖｅ＆ＮＩＳＨＩＨＡＲＡＮＩＳＵＮＯＳＯＫＯＣａｖｅ

Table２０．PrincipalComponentsofPhosphateRocks：ＭＩＹＡＫＯＪＩＭＡＮＩＳＨＩＨＡＲＡ
ＮＩＳＨＵＮＯＳＯＫＯ

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe208＋Ａｌ２０３

（％）
(Fe・Ａ１)203/SiO2ＣａＯ

（％）

22-Ａ

２２－Ｂ

1２．０４

２８．４８

53.63

３．２５

1８．９０

１５．７０

17.67

１．３２

０．３３

０．４１49.07
f這睡･"

(8)－(4)平良市西原石灰洞

平良市の北３ｋｍの西原部落の西北方約200ｍのところに石灰洞があり，半艮而の北３ｋｍの西原部落の西北万約200ｍのところに石灰洞があり，この中にリン鉱と

バツトグアノを産する．グアノは最も新鮮なものは昆虫の羽や足など明瞭に糸わけることが出

来る．位置をＦｉｇ８－３－１に示し，分析した結果をＴａｂ２１に示す．採掘した跡の大きな穴が

残されている．

Table2LPrincipalComponentsofPhosphateRocks：Ｍ１ＹＡＫＯＪＩＭＡＮＩＳＨＩＨＡＲＡ

Ｎｏ． Moist＋ＩｇＬｏｓｓ
（％）

ＳｉＯ２

（％）
P２０５

（％）
Fe203＋Ａ１２０３

（％）

ＣａＯ

（％）
(Fe・Ａｌ)203/SiO2

l９－Ｂ 11.26 1．８５ 35.12 2．１４ 47.38 1．１５



琉球大学文理学部紀要（理学篇） 2５

(9)其の他の地区

以上の外に大島地区に喜界島，与論島矢倉など沖繩地区に恩納村山田，瀬長島，ラサ島など

宮古地区に伊良部村良山，平良市フタイグス，下地町来間島などあり特に来間島の埋蔵は大き

いようであるが何れも未調査でここに記すことは出来なかった．

察３考

以上沖永良部島，与論島，久米島，宮古島，多良間島，波照間島，北大東島，宮古島石灰洞

などのりソ鉱の産地について調査の結果を述べたが，北大東島を除くほとんどがポケット鉱床

で産出量も少<大部分は採掘しつくしたようであるが未開拓のものもみうけられた.

琉球諸島に於けるリソ鉱の産出には特色があり，図に示したようにリン酸カルシウムを主成

分としたリソ鉱はほとんど海岸近くの隆起珊瑚礁でできた小高い丘に産するのが特長である.

これについて阿曾(6)はこれは海鳥類の群棲当時現在の丘岳部のみ海面上に顕われ其の他の低地

は潟の状態にあったものであろうと述べている．この種のリン鉱は明らかに海鳥類の排泄した

グアノと基岩である石灰岩との交代によって出来たものと考えられるので阿曾の説と一致した

結果を示しているものと考える．また一方石灰洞にはリン酸鉄，アルミニウムを主成分とした

リソ鉱を産するが，これは編幅類の糞が長年月で変化して出来たリソ鉱であり，リン酸カルシ

ウムを主成分としたリソ鉱はバツトグアノとその下部の石灰岩との交代によって生成されたも

のであらう．

４琉球諸島産リン鉱の特長

琉球諸島産のリン鉱の品質，主成分間相互の関連について考察するため，琉球諸島以外の産

地即ち南洋群島や大隆産や火成岩系のリン灰石などを比較検討のため成分表をＴａｂ２２に示す．

琉球諸島に産するリンの特長は前に示した多くの表と次の表と比較して明らかのように他の

地区に産するリン鉱に比較して鉄，アルミニウムおよびシリカを多く含む．即ち鉄．アルミニ

ウムの合量は1.32％から33.08％の間にあり平均８．６％

程度で，これは他地区産リソ鉱に比較して大きな値であ

る．またシリカも1.10％より53.6％の範囲で平均１１％希

程度で，これも他地区塵ｗ鉱に比較して大きな値であ雲
、

ろ．次に（Fe,Ａｌ)203/SiO2の比を見ると琉球諸島産リ
敦

ソ鉱で0.59から2.87の範囲で平均１．２でその値にあまり

ばらつきがない．次に鉄，アルミニウムの含量とシリカ

の関係を図にプロットするとＦｉｇ９が得られる．図に

明らかのように鉄，アルミニウムとシリカの間には明瞭明らかのように鉄，アルミニウムとシリカの間には明瞭 ＆2％

Ｆｉｇ．９Relationbetweenな正の相関関係が見られる．これは鉄，アルミニウムが
Iron,Ａ１ｕｍｉｎｉｕｍａｎｄ

ケイ酸塩としてリン鉱に混入していることを暗示する． Silica



2６ 兼島：琉球諸島に於けるリン鉱の産地と品質
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